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天災は忘れたころに…

za弘物努多
物;務後
にそなえてf

台風は、毎年のように我が固に襲来し、そ

のもたらす災害はきわめて大きいものがあり

ます。しかし、十分な準備と心得があれば、

被害を最小限にくいとめることが可能です。

今月号は、 9月1日の防災の日を前に、台風

にスポットをあててみました。

一
、
熱
帯
低
気
圧
と
温
帯
低
気
圧

温
帯
地
方
で
発
生
す
る
低
気
圧
は

「
温
帯
低
気
圧
」
あ
る
い
は
単
に
「低

気
圧
」
と
呼
ば
れ
、
熱
帯
地
方
で
発

生
す
る
低
気
圧
は
「
熱
帯
低
気
圧
」

と
い
い
ま
す
。
こ
の
熱
帯
低
気
圧
の

う
ち
、
中
心
付
近
の
最
大
風
速
が
毎

秒
十
七
・
二

m
以
上
(
風
力
八
以
上
)

の
も
の
を
日
本
で
は
「
台
風
」
、
風
速

が
そ
れ
未
満
の
も
の
を
「
弱
い
熱
帯

低
気
圧
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
「
台
風
」

と
同
じ
性
質
の
熱
帯
低
気
圧
は
他
の

地
域
で
は
別
の
名
称
で
呼
ば
れ
て
い

て
、
北
西
太
平
洋
の
「
タ
イ
プ
!
ン
」
、

北
大
西
洋
の
「
ハ
リ
ケ
ー
ン
」
、
北
イ

ン
ド
洋
の
「
サ
イ
ク
ロ
ン
」
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

台
風
の
性
質
は
次
の
よ
う
な
点
で

温
帯
低
気
圧
と
異
な
っ
て
い
ま
す
O

H
大
部
分
が
海
面
水
温
約
二
十

五
℃
以
上
の
熱
帯
海
域
で
発
生
・

発
達
す
る
の
で
、
高
温
多
湿
な
空

気
を
運
ん
で
く
る
。

同
等
圧
線
は
広
範
囲
に
わ
た
っ
て

ほ
ぽ
円
型
で
中
心
に
近
い
ほ
ど
混

ん
で
い
る
の
で
、
中
心
付
近
で
風

が
も
っ
と
も
強
い
こ
と
が
多
い
。

同
一
般
に
上
空
の
風
の
弱
い
夏
は

迷
走
す
る
こ
と
が
多
く
、
秋
に
は

上
空
の
ジ
ェ
ッ
ト
気
流
に
乗
っ
て

急
速
に
方
向
を
変
え
、
速
度
も
増

す
こ
と
が
多
い
。

こ
の
よ
う
な
性
質
を
持
っ
た
台
風

が
北
上
し
て
日
本
付
近
に
接
近
す
る

と
、
今
ま
で
よ
り
冷
た
い
海
水
面
と

北
か
ら
の
寒
気
の
影
響
が
加
わ
っ
て

次
第
に
本
来
の
性
質
を
失
っ
て
ゆ
き
、

温
帯
低
気
圧
の
性
質
の
ひ
と
つ
で
あ

る
前
線
を
伴
う
な
ど
の
変
化
が
あ
る

と
、
通
常
「
温
帯
低
気
圧
に
変
わ
っ

た
」
と
発
表
さ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
台
風
で
な
く
な
っ
た
か

ら
と
い
っ
て
勢
力
が
弱
く
な
っ
た
と

は
限
ら
ず
、
中
心
気
圧
は
か
え
っ
て

下
が
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
中

心
付
近
の
風
が
弱
ま
っ
て
も
、
周
辺

の
風
は
か
え
っ
て
前
よ
り
強
く
な
り

思
い
が
け
な
い
と
こ
ろ
で
大
き
な
災

害
を
起
こ
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
台
風
が
温
帯
低
気
圧
に
変
わ
ら

ず
そ
の
ま
ま
衰
え
て
か
弱
い
熱
帯
低

気
圧
。
に
変
わ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
場
合
に
も
、
強
い
雨

が
降
る
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。

台
風
は
「
腐
っ
て
も
台
(
鯛
)
」
と

言
わ
れ
る
よ
う
に
、
グ
温
帯
低
気
圧
。

あ
る
い
は
か
弱
い
熱
帯
低
気
圧
。
に

一
な
っ
た
あ
と
で
も
注
意
が

一
必
要
で
す
。

一
台
風
の
も
っ
て
い
る
エ

旦
ネ
ル
ギ

l
の
大
き
さ
は
、

団
一
わ
た
し
た
ち
の
想
像
を
絶

耕
一
す
る
ほ
ど
に
大
き
な
も
の

一
同
一
で
す
。
実
際
に
被
害
を
及

肪
一
ぽ
す
の
は
、
そ
の
う
ち
の

nu
一
的
一
数
パ
ー
セ
ン
ト
に
す
ぎ
な

断
一
い
と
し
て
も
、
わ
た
し
た

害
一
ち
に
大
き
な
被
害
を
お
よ

被
一
ぼ
し
ま
す
。

こ
の
は
か
り
知
れ
な
い

台
風
災
害
も
、
わ
た
し
た
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ち
の
工
夫
と
努
力
で
あ
る
程
度
防
ぐ

こ
と
が
で
き
ま
す
。
防
災
の
知
識
と

万
全
の
備
え
が
あ
れ
ば
、
被
害
を
最

小
限
に
く
い
止
め
る
こ
と
が
で
き
る

か
ら
で
す
。

国
・
県
・
町
に
お
い
て
も
、
治
山

工
事
、
河
川
護
岸
河
床
工
事
、
堰
堤

工
事
等
が
着
々
と
進
め
ら
れ
、
災
害

の
起
こ
る
可
能
性
は
減
少
し
た
も
の

の
、
過
信
す
る
と
自
然
の
恐
ろ
し
き

を
ま
ざ
ま
ざ
と
見
せ
つ
け
ら
れ
ま
す
。

各
家
庭
に
お
か
れ
ま
し
で
も
、
普
段

か
ら
家
の
中
や
ま
わ
り
を
み
て
、
台

風
の
被
害
を
受
け
や
す
い
も
の
、
場

所
な
ど
に
眼
を
注
ぎ
、
弱
い
と
こ
ろ

は
補
強
す
る
な
ど
万
全
の

対
策
を
た
て
て
お
き
ま
し
ょ

〉フ。

台
風
が
来
る
前
に

付
家
の
外
の
備
え

O
窓
や
雨
戸
は
し
っ
か

り
施
錠
し
た
う
え
、

必
要
な
ら
外
か
ら
桟

を
打
ち
つ
け
る
。

O
塀
に
は
支
柱
を
た
て
、

庭
木
に
も
そ
え
木
を

あ
て
る
。

O
下
水
や
側
溝
が
つ
ま
っ
て
い
れ

ば
、
よ
く
掃
除
し
て
お
く
。

O
テ
レ
ビ
ア
ン
テ
ナ
は
、
針
金
で

し
っ
か
り
固
定
し
て
お
く
。

同
家
の
中
の
備
え

O
ガ
ラ
ス
窓
に
は
テ

l
プ
を
は
っ

て
お
く
と
い
っ
そ
う
安
全
。

O
窓
に
は
カ
ー
テ
ン
を
ひ
い
て
お

ノに、。
台
風
が
近
づ
い
た
ら

ハ
門
台
風
情
報
に
注
意
す
る

O
台
風
が
近
づ
く
と
、
次
々
と
新

し
い
台
風
情
報
が
発
表
さ
れ
る
。

ラ
ジ
オ
や
テ
レ
ビ
な
ど
で
最
も

。. 
新
し
い
情
報
を
聞
く
。
ま
た
、

携
帯
用
ラ
ジ
オ
の
準
備
と
点
検

を
す
る
。

同
注
意
報
・
警
報
に
気
を
つ
け
る

O
台
風
が
日
本
に
近
づ
い
て
く
る

と
、
台
風
情
報
の
ほ
か
に
各
種

の
注
意
報
や
警
報
が
発
表
さ
れ

ヲ
令
。

水
筒
・
非
常
食
糧
・
救
急
薬
品
・

ヘ
ル
メ
ッ
ト
・
カ
セ
ッ
ト
コ
ン

ロ
・
衣
類
・
貴
重
品
等
。

O
赤
ち
ゃ
ん
の
い
る
家
庭
で
は
粉

ミ
ル
ク
と
お
湯
を
忘
れ
な
い
よ

う
に
。

O
持
ち
出
す
品
物
は
リ
ュ
ッ
ク
サ
ツ

ク
に
入
れ
て
背
負
う
な
ど
、
両

O
台
風
の
動
き
に
応
じ
、
注
意
報

や
警
報
の
内
容
や
標
題
は
更
新

さ
れ
る
。
ラ
ジ
オ
や
テ
レ
ビ
な

ど
で
、
そ
の
時
発
表
さ
れ
て
い

る
注
意
報
・
警
報
を
聞
く
。

同
非
常
用
品
の
準
備

O
次
の
も
の
を
用
意
し
て
お
く
。

懐
中
電
灯
・
携
帯
用
ラ
ジ
オ
・

過去20年間に町に被害をもたらした台風調

年月日 台風名 被害総額 災 害 の 概 要

S (千円)

42. 7 . 9 7号 7，300 表川護岸、加防、床下浸水 3棟他

45.8.21 10号 704，620 橋直長超撃上梁、え22大棟件る被雨、流害床量失を下で受、25け各1棟る中、。小県A河M道川32が本時増~、水1町1、道時氾の1濫3本間2不30通凹、

47.7.23 9号 79，730 
道路決壊、崖くずれ、山くずれ被害、住家 1
棟被害、滑川海上地区、 7世帯20人避難

49.9 . 1 16号 319.650 
河畑川流増失ず水、氾民濫家浸に水よる橋梁流失、 道路損壊、 田

山く れにより、西谷小学校校舎半壊

49. 9 . '9 18号 35，000 牛家16号浸5水頭台風死、畜被亡舎災)l箇棟所山の林加流防出強に化よ、る道全路壊崩埋壊没、(民乳

50. 8 .17 5号 32，500 増水により河川護岸、 13箇所、床下浸水3棟

50. 8 .22 6号 危険箇所及び崩壊箇所等加防

51. 9 .10 17号 504，452 
表川、重信川、宝泉川、渋谷川、護岸被害箇
所加防、道路崩壊102箇所

54. 9 .30 16号 道路崩壊1箇所、崖くずれ 1箇所

54.10.19 20号 410 
床下浸水7棟、回冠水5ha
道路崩壊3箇所、河川12箇所

中予を縦路崩断 松瀬箇所川地河区に大きな被害崖を受ずけ
57.9.24 19号 285.533 2た2箇。道所 壊52 、 11129箇所、 くれ

特平増均時間護泉雨量岸川25.2mmの被雨量で、 各中小河川が
62.10.16 19号 595，110 水し 決壊成等の害中

に、宝 、 谷川、 山川加防

千9.19 22号 119，655 
各中小河川増水氾濫、床下浸水、宝泉川護岸
加防
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手
は
何
も
持
た
な
い
よ
う
に
す

る
こ
と
が
大
切
。

岡
避
難
の
準
備

O
避
難
場
所

・
道
順
・
避
難
命
令

の
伝
達
方
法

・
隣
近
所
と
の
協

力
体
制
な
ど
に
つ
い
て
再
確
認

し
て
お
く
。

危
険
、
か
迫
っ
た
ら

ハ
門
避
難
す
る
時
は

O
災
害
は
あ
っ
と
い
う
間
に
起
こ

る
。
危
険
を
感
じ
た
り
、
防
災

機
関
等
の
避
難
命
令
の
あ
っ
た

と
き
は
、
そ
の
指
示
に
従
い
、

す
ば
や
く
避
難
す
る
。

O
火
の
元
に
注
意
し
て
、
し
っ
か

り
火
の
始
末
を
し
て
お
く
。

O
身
じ
た
く
を
整
え
て
、
持
ち
物

は
最
小
限
に
す
る
。

O
家
の
外
に
出
た
ら
指
導
者
の
指

示
に
従
っ
て
慎
重
に
行
動
す
る
。

伺
避
難
先
で
は

O
勝
手
な
判
断
や
行
動
を
せ
ず
、

正
し
い
情
報
を
聞
い
て
指
導
者

の
指
示
に
従
う
。

水
防
本
部
の
設
置

以
上
、
台
風
の
も
つ
性
質
や
、
備

え
等
を
述
べ
ま
し
た
が
、
町
に
お
い

て
も
台
風
が
接
近
し
、
災
害
の
発
生

の
恐
れ
が
あ
る
場
合
や
、
水
防
警
一報

が
発
令
さ
れ
た
場
合
に
は
、
直
ち
に

役
場
に
水
防
本
部
が
設
置
さ
れ
ま

す。

水
防
本
部
は
、
本
部
長
(
町

長
)
以
下
各
対
策
班
に
分
か

れ
、
関
係
機
関
と
連
絡
を
と

り
な
が
ら
、
水
防
団
員
に
よ

る
巡
回
、
被
害
状
況
把
握
、

被
害
箇
所
の
応
急
加
防
又
、

人
畜
に
危
険
性
の
あ
る
場
合

に
は
、
避
難
命
令
を
出
し
安

全
な
場
所
へ
の
誘
導
等
、
災

害
発
生
の
危
険
性
が
な
く
な

る
ま
で
活
動
が
行
わ
れ
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
な
ん
と

い
っ
て
も
災
害
を
最
小
限
に

く
い
止
め
る
為
に
は
、
官
民

一
体
と
な
っ
た
協
力
体
制
が

あ
っ
て
こ
そ
乗
り
切
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
住
民
の
皆
様
方
の
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

参
考
ま
で
に
過
去
二
十
年
間
に
川
内

町
に
被
害
を
も
た
ら
し
た
台
風
は
、

別
表
の
と
お
り
で
す
。

グ
災
害
は
忘
れ
た
こ
ろ
に
や
っ
て

く
る
4

と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
今

回
は
、
特
に
家
庭
に
お
け
る
台
風
対

策
を
取
り
上
げ
て
み
ま
し
た
。
常
日

頃
か
ら
の
災
害
対
策
、
心
構
え
が
重

要
で
す
。

今

一
度
、
再
確
認
を
行
つ
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
。

l風 :

力

と

;風 :

:速:

風
力
(
風
の
力
)
は
、
風
速
(
風

の
速
さ
)
に
よ
っ
て
決
ま
り
ま
す
。

風
の
速
さ
が
、
速
け
れ
ば
速
い
ほ
ど
、

カ
は
ど
ん
ど
ん
大
き
く
な
り
ま
す
。

一
秒
間
で
十
メ
ー
ト
ル
の
速
さ
の
風

に

一
平
方
メ
ー
ト
ル
の
板
を
向
け
る

と
、
板
は
十
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
力
で
お

さ
れ
る
の
と
同
じ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

秒
速
五
十
メ
ー
ト
ル
の
風
だ
と
、
二

百
五
十
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
力
で
押
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
日
本
で
は
、

室
戸
岬
で
秒
速
六
十
九

・
八
メ
ー
ト

ル
の
風
が
ふ
い
た
こ
と
が
あ
り
、
そ

の
風
の
力
は
、
四
百
九
十
キ
ロ
グ
ラ

ム
の
カ
で
押
し
た
わ
け
で
す
。
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マ
風
速
と
被
害
の
発
生
状
況

風
速
十
メ
ー
ト
ル

か
さ
が
こ
わ
れ
る
。

風
速
十
五
メ
ー
ト
ル

と
り
つ
け
の
悪
い
看
板
や
ト
タ
ン

板
が
と
ぶ
。

風
速
二
十
メ
ー
ト
ル

子
供
は
倒
れ
、
大
人
も
身
体
を
傾

け
や
っ
と
歩
け
る
。

風
速
三
十
五
メ
ー
ト
ル

煙
突
や
屋
根
瓦
が
と
び
、
ア
ン
テ

ナ
が
倒
れ
る
。

風
速
三
十
メ
ー
ト
ル

雨
戸
、
が
は
ず
れ
、
し
っ
か
り
し
な

い
家
は
倒
れ
る
。

風
速
四
十
メ
ー
ト
ル

小
石
が
と
び
散
り
、
列
車
も
倒
れ

る
ほ
ど
の
強
さ
。

風
速
五
十
メ
ー
ト
ル

ふ
つ
う
の
木
造
家
屋
は
倒
れ
、
木

も
根
こ
そ
ぎ
倒
れ
る
。
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圃
農
業
委
員
会
委
員
決
ま
る

圃

園

会
長
に
は
片
山
凌
太
郎
氏

圃

任
期
満
了
に
伴
う
、
農
業
委
員
会

委
員
選
挙
は
、
七
月
十
日
告
示
さ
れ

ま
し
た
が
、
定
数
十
三
名
を
超
え
な

か
っ
た
た
め
無
投
票
と
な
り
、
同
月

十
五
日
の
選
挙
会
で
次
の
と
お
り
当

選
者
が
決
ま
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
と
も
な
っ
て
、
同
月
三
十

七
日
に
は
、
改
選
後
初
の
農
業
委
員

会
が
聞
か
れ
、
会
長
に
片
山
凌
太
郎

氏
が
会
長
職
務
代
理
に
は
三
津
山
恵

生
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
選
ば
れ
ま
し
た
。

(
届
出
順
定
数
十
三
一
人
)

高
須
賀
義
喜
(
則
之
内
)

菅

豊

幸

(

曲

里

)

丸

山

正

贋

(

井

内

上

)

寺

阪

亀

義

(

東

中

村

)

渡

部

公

三

(

上

砂

)

伊

藤

隆

志

(

板

戸

)

高

須

賀

良

識

(

原

沖

)

中

島

将

(

土

谷

)

宮

本

敏

(

北

八

万

)

仙

波

平

八

郎

(

横

灘

)

寺

川

健

治

(

⑪

音

田

)

大

野

峯

雄

(

川

筋

)

宇
和
川
八
十
二
(
一
ヶ
谷
)

選
任
に
よ
る
委
員

三
人
も
決
ま
る

農
業
委
員
会
の
委
員
は
「
農
業
委

員
会
等
に
関
す
る
法
律
」
に
よ
り
、

選
挙
に
よ
る
委
員
と
町
長
の
選
任
に

よ
る
委
員
で
構
成
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

町
長
が
選
任
す
る
委
員
は
、
町
議

会
の
推
薦
を
得
た
方
一
人
と
、
農
業

協
同
組
合
の
推
薦
を
得
た
方
三
人
の

三
人
と
な
っ
て
お
り
、
次
の
方
々
が

選
任
さ
れ
ま
し
た
。

町
議
会
推
薦
の
選
任
委
員

(
定
数
一
人
)

梅

崎

進

(

茶

堂

)

農
業
協
同
組
合
推
薦
の
選
任
委
員

(
定
数
二
人
)

恵

生

(

西

組

)

凌
太
郎
(
一
ヶ
谷
)

三
津
山

片

山

農
地
の
無
断
転
用
は

や
め
よ
う

農
地
を
宅
地
・
山
林
・
駐
車
場
な

ど
農
地
以
外
に
転
用
す
る
と
き
は
、

.. . 

事
前
に

「農
地
転
用
の
許
可
」
が
必

要
で
す
。

無
断
で
転
用
す
る
と
法
律
違
反
と

な
り
、

「
工
事
中
止
」

「現
状
回
復
」

な
ど
厳
し
い
措
置
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
注
意
下
さ
い
。

自
分
の
所
有
農
地
で
あ
っ
て
も
、
農

地
法
に
こ
の
よ
う
な
定
め
が
あ
り
ま

す
の
で
是
非
ご
協
力
下
さ
い
。

グ
農
地
の
無
断
転
用
を
な
く
そ
う
。

計量
ぃz調
し乙査
手 ;;{こ

十
月
一
日
、
全
国
一
斉
に
国
勢
調

査
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、

大
正
九
年
か
ら
五
年
ご
と
に
行
わ
れ
、

今
回
は
十
五
回
目
。
日
本
に
住
ん
で

い
る
す
べ
て
の
方
が
対
象
と
な
り
、

今
回
は
全
国
で
約
一
億
二
千
四
百
万

人
に
及
ぶ
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
あ
な
た
も
、
あ
な
た
の
ご

家
族
も
対
象
で
す
。

マ
簡
単
で
す
、
安
心
で
す

調
査
内
容

調
査
は
、
ま
ず
、
九
月
下
旬
に
調

査
員
が
お
宅
に
お
う
か
が
い
し
、
世 10月1日

帯
ご
と
に
調
査
票
を
配
布
し
ま
す
。

調
査
内
容
は
全
部
で
二
十
二
項

目
。
ご
家
族
全
員
の
氏
名
、
出
生
の

年
月
、
就
業
状
況
な
ど
で
す
。
旅
行

な
ど
で
一
時
留
守
に
し
て
い
る
方
、

長
期
滞
在
し
て
い
る
方
、
生
ま
れ
た

ば
か
り
の
赤
ち
ゃ
ん
も
含
ま
れ
ま
す
。

ま
た
、
ア
パ
ー
ト
な
ど
に

一
人
暮
ら

し
の
方
、
下
宿
し
て
い
る
方
は
、
未

成
年
で
も
学
生
で
も
、
世
帯
主
と
し

て
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

記
入
し
て
い
た
だ
い
た
内
容
を
、

他
に
漏
ら
し
た
り
、
統
計
以
外
の
目

的
に
使
用
す
る
こ
と
は
法
律
で
固
く

禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
安
心

し
て
、
あ
り
の
ま
ま
を
正
確
に
ご
記

入
く
だ
さ
い
。
調
査
票
は
後
日
、
調

査
員
が
集
め
に
う
か
が
い
ま
す
。

マ
暮
ら
し
に
生
か
さ
れ
ま
す

調
査
結
果

国
勢
調
査
は
、
法
律
に
基
づ
い
て

国
が
行
う
調
査
で
す
。
調
査
の
目
的

は
、
わ
が
国
の
人
口
を
正
確
に
把
握

す
る
ほ
か
、
急
ピ
ッ
チ
で
進
行
す
る

高
齢
化
社
会
や
国
際
化
社
会
、
人
口

移
動
の
実
態
、
母
子
家
庭
、
父
子
家

庭
、
高
齢
者
世
帯
の
把
握
、
住
宅
事

情
の
把
握
な
ど
、
日
本
の
現
在
の
姿

を
正
確
に
知
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

調
査
の
結
果
は
、
国
や
都
道
府
県

市
区
町
村
が
、
こ
れ
か
ら
の
行
政
を

考
え
て
い
く
大
切
な
資
料
と
な
り
、

わ
た
し
た
ち
の
暮
ら
し
の
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
で
生
か
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

つ
ま
り
、
あ
な
た
が
ご
記
入
く
だ
さ
っ

た
答
え
が
国
民
全
体
の
貴
重
な
財
産

と
な
り
、
ま
た
、
よ
り
快
適
で
住
み

よ
い
日
本
、
安
心
で
き
る
未
来
を
築

く
た
め
の
道
し
る
べ
と
な
る
の
で
す
。

十
月
一
日
、
国
勢
調
査
に
、
ぜ
ひ

皆
さ
ん
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

平成2年国勢調査の
マスコット

国参事嗣査では、生まれたばかりの赤ち

ゃんかりお年寄りまで、すべての人が対

車となります。

今回目調査では「センサスくん」が、

10月 l日の胴査日 に向けて、新聞・テレ

ビなどに登場し、鯛査への協力を呼びカ、

けますので、 よろしくお願いします。
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£
R
J
一
鴻
件

一

単
臨
側
一

M
M
"

の
4

一臨一

一
回
具
約

一時
一
一
沼
契

一臨
一
目
指
負

一宵
一
討

議

巨
牒
一
四

七
月
臨
時
町
議
会
は
、
去
る
七
月
二

十
一
日
開
会
し
、
議
案
二
件
、
推
薦

一
件
が
提
案
さ
れ
、
全
議
案
原
案
ど

お
り
可
決
又
は
推
薦
さ
れ
、
一

一十
五

日
閉
会
し
ま
し
た
。

一
般
議
案

。
川
内
町
立
川
内
中
学
校
校
舎
大
規

模
改
造
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に

つ
い
て六
千
三
百
三
十
四
万
五
千
円

。
高
速
自
動
車
道
周
辺
整
備
対
策
事

業
保
免
農
道
改
良
工
事
請
負
契
約

の
締
結
に
つ
い
て

四
千
八
百
二
十
万
四
千
円

。
川
内
町
農
業
委
員
会
委
員
の
推
薦

に
つ
い
て

任
期
満
了
に
伴
う
農
業
委
員
会
委

員
に
、
議
会
推
薦
の
学
職
経
験
者
と

し
て
梅
崎
進
氏
(
茶
堂
)
を
推
薦

7
レ
念
品
1
レ
れ
九
。

7月21日'"'-'25日

川
内
の
民
話
そ
の
@

O

久
万
山
騒
動
奇
談
l

北
方

明
治
四
年
、
新
政
府
は
廃
藩
置
県

か
ん
と
う

の
大
英
断
を
敢
行
し
て
、
今
ま
で
の

殿
様
は
華
族
に
列
し
、
多
く
は
新
東

京
に
移
住
し
た
。

わ
が
松
山
藩
も
例
外
で
は
な
い
。

新
旧
思
想
の
揺
れ
る
時
代
で
、
交

通
不
便
で
新
知
識
の
お
く
れ
た
久
万

山
地
方
の
農
民
は
、
今
ま
で
続
い
た

ね
ん
。

殿
様
で
も
年
貢
が
き
つ
い
の
に
、
何

処
か
ら
来
る
か
知
れ
な
い
新
知
事
は

モ
ッ
ト
ひ
ど
い
に
違
い
な
い
と
行
く

先
を
案
じ
て
、
藩
主
の
留
任
と
徴
兵

制
度
の
白
由
化
を
求
め
て
百
姓
一
撲

を
起
ご
し
た
。
世
に
い
う
久
万
山
騒

動
で
あ
る
。

約
五
百
人
程
度
の
農
民
が
二
派
に

分
か
れ
、
一
隊
は
三
坂
峠
を
越
え
久

米
八
幡
神
社
前
へ
、
ま
た
他
の
隊
は
、

井
内
峠
を
下
っ
て
川
上
を
経
て
一
応

久
米
で
合
流
し
、
松
山
城
下
に
向
か

う
手
順
だ
っ
た
。
そ
の
井
内
峠
を
越

す

一
隊
は
ま
ず
、
井
内
村
庄
屋
、
戒

能
寿
次
郎
邸
を
襲
い
、
需
要
書
類
を
強

だ
っ奪
す
る
た
め
に
雪
崩
込
も
う
と
し
た
。

.‘ 

ふ
る
里
の
記
録
よ
り

ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
、
戒
能
家
の
下

僕
が
山
で
仕
事
を
し
て
い
た
が
、
急

を
知
っ
て
近
道
を
駆
け
下
り
注
進
に

及
ん
だ
の
で
事
な
き
を
得
た
。
久
米

で
合
流
し
た
農
民
は
、
藩
兵
の
た
め

に
ひ
と
ま
ず
川
上
ま
で
押
し
返
さ
れ
、

世
の
変
遷
と
新
政
府
の
方
針
を
詳
し

く
説
明
を
受
け
、
納
得
し
解
散
帰
郷

し
た
。こ
の
騒
動
の
最
中
に
、
川
上
北
方

村
の
田
中
藤
作
(
当
時
三
十

一
歳
)

せ
ん
ど
う

は
、
農
民

一
授
の
煽
動
に
乗
り
、
彼

等
と
共
に
放
火
、
強
奪
に
加
わ
っ
た
。

み
ど
ろ

当
時
水
泥
村
に
租
税
出
張
所
が
あ
っ

た
が
、
こ
こ
に
も
放
火
し
た
。
藤
作

り
ち
ぎ
も
の

は
根
は
律
儀
者
で
、
酒
の
勢
い
を
借

ら
ね
ば
何
事
も
出
来
な
い
ら
し
く
皆

の
者
に
し
た
た
か
飲
ま
さ
れ
、
前
後

の
見
境
い
も
な
く
群
衆
心
理
で
乱
行

し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
騒
動
も
鎮

ま
り
、
特
別
な
暴
力
指
導
者
や
、
直

接
放
火
に
加
わ
っ
た
者
は
呼
び
出
さ

れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
処
刑
さ
れ
た
が
、

藤
作
も
そ
の
中
に
あ
っ
た
。

翌
五
年
十

一
月
二
十
日
、
藤
作
は

こ
う
し
ゅ
け
い

藤
原
の
徒
刑
場
で
絞
首
刑
を
執
行
さ

れ
た
。家
族
は
涙
な
が
ら
に
遺
骸
を
貰
い

ぎ
か
ん

受
け
た
。
当
時
は
丸
い
座
棺
だ
っ
た

が
、
こ
れ
に
納
め
、
近
隣
縁
者
が
担

い
で
連
れ
も
ど
る
そ
の
途
中
の
出
来

事
で
あ
る
。

た
る
み

そ
の
頃
は
石
手
川
を
樽
味
で
渡
り
、

は
た
で
ら

今
の
畑
寺
を
通
っ
て
久
米
に
出
る
の

ひ
や
っ
け
ん

r

が
本
道
で
あ
っ
て
、
畑
寺
の
百
間
土

て手
の
辺
り
で
棺
の
中
か
ら
ウ
ン
ウ
ン

と
捻
り
声
が
す
る
。
何
事
な
ら
ん
と

ふ
た

恐
る
恐
る
蓋
を
聞
け
て
み
る
と
、
藤

作
が
日
を
開
け
て
息
を
ふ
き
か
え
し

て
い
る
で
は
な
い
か
。
一
同
は
真
昼

ゅ

う

れ

い

た

ま

げ

中
に
幽
霊
が
出
た
と
魂
消
た
。
驚
き

主
mw

と
喜
び
に
、
取
り
敢
え
ず
水
を
与
え

て

一
息
っ
か
せ
、
一
行
は
や
が
て
自

ま
た

宅
の
敷
居
を
跨
い
だ
。
さ
て
そ
れ
か

ら
が
大
変
。
死
罪
の
者
が
た
と
え
仏

。ひ
の
慈
悲
で
生
き
か
え
っ
た
と
し
て
も
、

罪
は
罪
、
再
び
出
頭
せ
ね
ば
な
ら
な

い
と
言
う
者
と
、
折
角
生
き
か
え
っ

た
の
だ
か
ら
申
し
出
る
こ
と
は
あ
る

ま
い
と
言
う
情
理
に
意
見
が
分
か
れ

た
が
、
結
局
事
の
次
第
を
庄
屋
を
通

ら
そ
っ
と
ん

U
よ

じ
て
羅
卒
屯
所
へ
更
に
県
の
聴
訟
課

へ
指
示
を
伺
っ
た
。

み

ぞ

う

困
っ
た
の
は
県
側
で
古
今
未
曾
有

の
こ
と
で
何
と
も
指
示
の
方
法
が
な

い
。
県
も
や
む
を
得
ず
東
京
の
可
法

省
に
伺
い
を
立
て
た
が
、
司
法
省
に

お
い
て
も
前
例
の
な
い
珍
事
と
あ
っ

て
、
最
高
審
議
官
庁
で
あ
る
太
政
官

正
院
と
い
う
所
に
も
っ
て
行
っ
た
と

こ
ろ
、
太
政
官
で
は
「
藤
作
は
法
に

定
め
た
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
刑
を
執
行

そ
せ
い

し
た
の
だ
か
ら
、
蘇
生
し
た
か
ら
と

い
っ
て
二
度
と
罰
す
る
こ
と
は
な
い
」

と
藤
作
の
無
罪
と
原
籍
編
入
を
県
に
v

指
示
し
た
。
つ
ま
り
、
第
一
の
藤
作
い

は
罪
の
執
行
で
死
罪
を
受
け
死
去
、

F

第
二
の
藤
作
は
蘇
生
し
た
日
を
以
て
-

誕

生

し

た

わ

け

だ

。

司

事
件
は
解
決
し
た
も
の
の
、
後
始
明

末

が

ま

だ

残

っ

て

い

る

。

昨

刑
の
執
行
に
手
落
ち
が
あ
っ
た
の
恥

で
は
な
い
か
と
、
執
行
官
三
人
の
責
-

ふ

ヘ

任
問
題
で
あ
る
。
三
人
は
自
ら
の
不
A

て

ぎ

わ

砂

子
際
を
反
省
し
、
行
政
処
分
の
審
議
叫

す
る
先
に
進
退
伺
い
を
提
出
し
た
こ
山

と
に
よ
っ
て
、
再
び
お
答
め
の
お
沙
酌

た

り

，

汰
が
な
く
、
円
満
裡
に
終
わ
っ
た
。

E

そ
の
後
藤
作
は
平
凡
な
が
ら
天
寿
を
品

全
う
し
六
十
余
歳
ま
で
生
き
た
が
、
吋

戸
籍
面
で
は
ま
だ
ま
だ
若
々
し
い
っ
一
同

十
歳
あ
ま
り
で
あ
っ
た
と
い
う
ウ
ソ
い

の
よ
う
な
ホ
ン
ト
の
話
で
あ
る
。

F
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第
十
三
田

川
内
町
同
和
教
育

研
究
大
会
開
催

みんなの幸せを願って
一教育委員会 ー

あと同 に迎答「課のの
たと和町あえ申問題責早本
たし問民たたか和で務急年
かて題ーり、ら対あでなは
い取を人ま国二策るあ解「
同り白 ー す際十審」り決同
和組分人 o 識五議と国は和
教みのが 字年会い民、問
育、こ、 年を」う的国題

を
推
進
す
る
た
め
に
、
第
十
三
回
川

内
町
同
和
教
育
研
究
大
会
を
、
八
月

五
日
中
央
公
民
館
に
お
い
て
開
催
い

h
ん

1
レ
#
品
1ν
れ
九
。

大
会
の
内
容
は
、
小
中
学
生
の
作

文
発
表
、
西
谷
幼
稚
園
岡
本
由
美
子

教
諭
と
川
内
町
婦
人
会
高
石
ミ
ヤ
子

会
長
の
実
践
報
告
、
そ
し
て
県
同
和

教
育
課
指
導
主
事
渡
部
朝
明
先
生
の

講
演
等
で
し
た
。

そ
こ
で
、
発
表
し
て
い
た
だ
い
た

児
童
生
徒
六
名
の
人
権
作
文
を
、
今

月
号
か
ら
六
回
に
分
け
て
掲
載
し
た

い
と
存
じ
ま
す
。

「
ち
ゃ
ん
と
な
ま
え
を

よ
ん
で
ね
」

東
谷
小
学
校

一
年

高
橋

典
子

「
の
り
。
」

「
の
っ
ぽ
。
」

と
き
ど
き
、
お
と
こ
の
こ
が
、
わ

た
し
の
こ
と
を
そ
う
よ
び
ま
す
。
わ

た
し
は
、
な
ん
に
も
し
て
な
い
の
に

e . 

. 
、

い
い
ま
す
。

わ
た
し
は
、
「
の
り
」
と
か

「
の
っ

ぽ
」
と
か
い
わ
れ
る
と
、
す
ご
く
い

ゃ
な
き
も
ち
で
す
。
わ
た
し
の
な
ま

え
は
、
「
の
り
こ
」
と
、
?
と
が
つ

い
て
い
る
の
に
、
そ
ん
な
こ
と
い
わ

れ
る
の
は
と
っ
て
も
い
や
で
す
。

お
な
じ
よ
う
に
、

A
ち
ゃ
ん
が
い

や
な
よ
び
か
た
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

「
ち
び
。
」
と
か

「
ち
び
ま
る
こ
ち
ゃ

ん
」
と
か
い
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

A

ち
ゃ
ん
は
、
す
ご
く
い
や
な
き
も
ち

だ
と
お
も
い
ま
す
。

「
の
り
」
と
か
「
の
っ
ぽ
」
と
い
わ

れ
で
も
、
わ
た
し
は
、
な
に
も
い
わ

な
い
で
が
ま
ん
し
て
い
ま
し
た
。
こ

ん
ど
い
わ
れ
た
ら
、
せ
ん
せ
い
に
い

う
と
か
、
あ
い
て
に
い
い
か
え
し
た

ら
い
い
と
お
も
い
ま
す
。

で
も
、
と
も
だ
ち
に
わ
る
ぐ
ち
を

い
わ
れ
で
も
、
ほ
ん
と
う
は
わ
る
ぐ

ち
を
い
っ
て
は
い
け
な
い
と
お
も
い

ま
す
。
だ
か
ら
、
わ
る
ぐ
ち
を
い
い

か
え
す
の
で
は
な
く
て

「
じ
ぶ
ん
も
、
そ
ん
な
こ
と
を
い
わ

れ
た
ら
い
や
な
ん
だ
か
ら
、
ひ
と
に

も
い
っ
た
ら
い
け
な
い
よ
。
わ
た
し

の
な
ま
え
も
、
ち
ゃ
ん
と
い
っ
て
ね
。
」

と
い
い
た
い
で
す
。

ね
た
み
意
識
に

つ
い
て

現
在
の
同
和
問
題
学
習
に
お
い
て
、

お
お
き
な
ウ
ェ
イ
ト
を
し
め
て
い
る

同
和
対
策
事
業
に
対
す
る
と
ら
え
方

が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
と
ら
え
方
が
被
差
別

地
区
に
対
す
る
差
別
意
識
と
一
体
と

な
っ
て
表
現
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

同
和
問
題
解
決
の
足
を
大
き
く
引
っ

張
っ
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
に
対
す
る
住
民
の
考
え
方

も
多
種
多
様
で
あ
り
ま
す
が
、
多
く

は
差
別
意
識
(
ね
た
み
意
識
)
を
と

も
な
っ
た
否
定
的
ム
主
息
見
で
あ
り
ま
す
。

例
え
ば

0

「
何
故
、
被
差
別
地
区
だ
け
が
優

先
さ
れ
る
の
か
。
」

0

「
被
差
別
地
区
に
だ
け
特
別
な
措

置
が
と
ら
れ
、
良
く
な
り
す
ぎ
る

の
で
は
な
い
か
。
」

部
落
解
放
運
動
は
、
ま
ず
、
最
初

に
最
も
遅
れ
て
い
る
所
か
ら
改
善
し
、

漸
次
、
低
位
な
状
況
の
所
か
ら
改
善

を
加
え
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
考
え

方
で
あ
り
ま
す
。

部
落
差
別
を
放
置
し
て
き
た
の
が

事務局

行
政
の
責
任
で
あ
る
な
ら
ば
、
圏
内

に
お
い
て
遅
れ
て
い
る
被
差
別
地
区

を
、
先
に
整
備
し
て
い
く
の
は
当
然

の
こ
と
と
い
え
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
特
別
な
措
置
が
と
ら

れ
て
い
る
の
は
、
同
和
対
策
事
業
ば

か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
と
え
ば

「
過
疎
地
振
興
特
別
措
置
法
」
「
離
島

振
興
法
」
な
ど
の
事
業
も
あ
り
ま
す
。

同
和
対
策
事
業
に
対
し
て
だ
け
「
ね

た
み
意
識
」
を
持
つ
の
は
な
ぜ
で
し
ょ

う
。
そ
れ
は
同
和
対
策
事
業
の
必
要

性
に
つ
い
て
の
認
識
不
足
に
よ
る
も

の
だ
け
で
は
な
さ
そ
う
で
す
。

そ
の
背
景
に
は
、
被
差
別
地
区
を

特
別
視
す
る
意
識
、
す
な
わ
ち
被
差

別
地
区
に
対
す
る
偏
見
が
あ
る
よ
う

で
す
。ま
た
、
同
和
対
策
事
業
は
、
「
被
差

別
地
区
の
た
め
に
あ
る
よ
と
い
う
意

見
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
は
誤
っ
た
考

え
で
広
く
住
民
に
解
放
さ
れ
、
町
民
全

体
が
利
益
を
被
っ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
福
祉
館
、
教
育
集
会
所

は

一
般
に
解
放
さ
れ
、
事
業
に
よ
っ

て
作
ら
れ
た
道
路
、
水
路
等
は
広
く

町
民
全
体
の
公
共
に
役
立
っ
て
い
ま

す。
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園町
め
E 

町
の
巨
木
(
古
木
)
調
査
を
実
施

い
た
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
結
果
を

お
知
ら
せ
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
以

外
に
巨
木
・
珍
木
等
が
ご
ざ
い
ま
し

た
ら
教
育
委
員
会
又
は
、
文
化
財
保

護
審
議
会
委
員
ま
で
お
知
ら
せ
い
た

だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。
そ
し
て
こ

の
貴
重
な
文
化
財
を
、
大
切
に
保
存

し
た
い
も
の
で
す
。

な
お
、
こ
の
調
査
に
ご
協
力
を
い

た
だ
い
た
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員

は
次
の
方
々
で
す
。

酒

井

孝

熊
田
慶
一

樋

口

衛

池
川
由
登

和
田
義
雄

井

内

一

五

二

九

南

方

一

八

五

八

北

方

一

六

九

則
之
内
乙

一
八
八
七

南

方

二
六
五
三 一教育委員会一

¥¥  * 名
目通り 高さ 場 所

1 イチョウ 4.
m1O 団 30."'00 光明寺(滑)11)

2 ヒ ノ キ 4. 09 38. 40 惣河内神社(11)

3 ヒ ノ キ 3. 47 38. 40 H 

4 ス ギ 6. 20 44. 50 ニ島神社(土谷本谷)

5 ス ギ 3. 70 40. 00 11 

6 ツ ノf キ 1. 60 15. 10 11 

7 モッコク 1. 70 10. 30 渡部重雄(土谷)

8 ヤマモモ 2. 35 13. 70 河(佐之伯内滑音宅田の裏山)

9 カ ヤ 2. 90 22. 00 金げ可比之罵内寺音田)

10 マ キ 2. 50 20. 00 H 

11 ム ク 5. 07 30. 00 日浦(近藤光広宅の前)

12 ム ク 3. 20 20. 00 11 

13 ク ス 4. 35 27. 50 東谷小学校

14 ク ス 3. 45 27. 00 H 

15 ク ス 3. 40 25. 00 11 

16 ク ス 2. 55 23. 00 11 

17 イチョウ 7. 85 31. 20 川筋

18 モ チ 3. 00 23. 00 五桂子申社()11筋)

11 19 エドヒガンザクブ 3. 00 16. 00 久尾

20 ム ク 4. 45 30. 00 惣田谷上

21 カ キ 2. 00 11. 00 善城寺(井内上)

22 ツ ノて キ 1. 40 9. 20 甘井良君(井内中)
23 ケ ヤ キ 3. 90 15. 00 六地蔵(11)

24 イチョウ 3. 33 28. 70 薬師(井内西)

25 ケ ヤ キ 3. 35 30. 50 井内西山中

26 ス ギ 3. 70 30. 00 吉井神社(井内下)

27 ス ギ 3. 20 30. 00 11 

11 28 エドヒガンザクフ 2. 60 12. 00 大通庵(井内下)

11 29 ク ス 5. 00 26. 50 上福寺(西組)

30 広 葉 杉 1. 58 19. 00 H 

31 モッコク 1. 90 6. 00 H 

11 32 ト チ 6. 35 16. 30 医王寺(宝泉)

33 サイカチ 2. 75 12. 50 H 

11 34 ク ス 7. 80 36. 00 揚神社(西ノ側)

35 カ ヤ 4. 10 20. 00 11 

36 ム ク 6. 40 24. 00 旦(高ノ須上賀揖宅の前)

¥¥ 木 名 関連り 1筒さ 場 所

37 ム ク 4.n350 α 13.m50c 斉院ノ木

38 ム ク 7. 10 18. 50 吉井神社(吉久)

39 ム ク 3. 00 20. 00 11 

40 ビャクシン 4. 70 15. 00 吉久集会所

41 ム ク 5. 60 19. 00 道向

42 ム ク 3. 60 19. 00 森
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11 52 エドヒガンザクラ 2. 15 1 17. 00 11 
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婦
人
会だよ
り

会
員
研
修
旅
行

例
年
の
婦
人
会
員
研
修
旅
行
、
今

年
は
七
月
八
日
(
日
)
宮
島
行
き
で

す。
遠
路
の
た
め
早
朝
よ
り
の
出
発
と

な
り
ま
し
た
が
、
百
五
十
一
名
が
さ
わ

や
か
な
顔
で
三
台
の
パ
ス
に
乗
り
込

み
ま
し
た
。

幸
い
に
も
好
天
気
に
恵
ま
れ
、
和

気
あ
い
あ
い
の
う
ち
に
海
を
渡
り
、

や
が
て
宮
島
へ
と
着
き
ま
し
た
。

太
陽
の
反
射
が
音
を
立
て
て
い
る

か
と
思
え
る
暑
さ
の
中
で
し
た
が
、

清
盛
さ
ん
の
時
代
に
思
い
を
馳
せ
、

ち
ょ
っ
ぴ
り
、
き
ら
び
や
か
な
気
持

ち
に
ひ
た
り
な
が
ら
、
回
廊
を
観
て

歩
き
ま
し
た
。

次
は
、
ガ
ラ
ス
の
里
で
す
。
光
と

造
形
の
「
や
か
た
」
に
入
り
ま
し
た
。

こ
れ
が
ガ
ラ
ス
か
と
目
を
疑
い
た
く

な
る
あ
や
し
い
ま
で
の
美
し
さ
に
、

う
っ
と
り
と
す
る
ば
か
り
で
し
た
。

記
念
に
小
さ
い
イ
ヤ
リ
ン
グ
を
求

め
ま
し
た
。
大
き
な
宝
石
か
と
見
ま

ち
が
う
様
な
美
し
い
指
輪
や
花
び
ん

に
心
残
し
な
が
ら
・
・
・
・
・
・
。

時
聞
が
迫
っ
て
お
り
、
平
和
公
園

は
車
窓
か
ら
の
眺
め
で
し
た
。

「
も
う
緑
は
育
つ
ま
い
。
」
と
言
わ

れ
た
中
で
、

一
番
に
芽
を
ふ
い
た
き
ょ

う
ち
く
と
う
が
今
年
も
花
ざ
か
り
で

し
た
。
「
力
強
く
こ
れ
か
ら
を
生
き
よ

う
」
と
い
う
願
い
を
こ
め
て
造
っ
た

と
か
、
両
手
を
い
っ
ぱ
い
に
広
げ
た

よ
う
な
形
の
橋
や
原
爆
堂
の
説
明
を

聞
き
な
が
ら
・
.

こ
の
世
の
も
の
と
は
思
え
ぬ
様
な

む
ざ
ん
な
被
害
を
受
け
ら
れ
た
数
多

ー. 

司

‘ 

く
の
方
々
へ
、
た
だ
た
だ
ご
冥
福
を

お
祈
り
す
る
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で

し
た
。
:

家
族
を
残
し
、
自
分
一
人
が
こ
ん

な
に
楽
し
ん
で
申
し
訳
な
い
と
思
い

な
が
ら
も
、
パ
ス
の
中
、
船
の
中
で

の
話
題
は
っ
き
ま
せ
ん
。

大
い
に
心
の
洗
濯
が
出
来
、
十
才

も
若
返
っ
た
か
と
思
え
る
よ
う
に
、

笑
い
の
渦
に
ひ
た
る
事
が
で
き
ま
し

た。
夜
お
そ
く
ま
で
の
勢
い
っ
ぱ
い
の

研
修
旅
行
で
し
た
が
、
婦
人
会
員
相

互
の
和
を
、
心
ゆ
く
ま
で
味
わ
い
つ

つ
帰
途
に
つ
き
ま
し
た
。

健
康
で
い
る
限
り
、
毎
回
参
加
を

し
た
い
も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

|
|
ご
み
問
題
コ
ー
ナ
ー
ー
ー
ー

「
私
の
家
は
仕
事
の
都
合
で
、

野
菜
の
痛
ん
だ
物
な
ど
、
沢
山
の

ゴ
ミ
を
出
し
て
い
ま
し
た
。
と
こ

ろ
が
ご
み
問
題
を
耳
に
し
て
以
来
、

ご
み
に
出
す
の
を
や
め
て
畑
に
埋

め
る
事
に
し
ま
し
た
。
す
る
と
ご

み
の
旦
一塁
は
少
な
く
な
り
、
畑
の
作

物
が
、
と
っ
て
も
よ
く
育
つ
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
」

と
言
う
嬉
し
い
お
話
も
聞
け
ま
し

た。

〈
婦
人
会
)
|l

宙
予
家
庭
等
電
話
相
談
開
始

電
話
相
談
が
始
ま
り
ま
し
た
/

母子草I!'寡婦轄

の悩み事相談に

応じます.

一人で悩まず、

古気軽に電話相談

をご利用下さい。

0899 
31-3196 

〈
相
談
内
容
〉

住
宅
・
就
労
・
医
療

・
子
供
の
養

育
等
生
活
上
抱
え
る
問
題

〈
受
付
日
時
〉

毎
週
日
曜
日
と
祝
日
の
午
前
十
時

か
ら
午
後
六
時
ま
で
で
す
。

た
だ
し
、
十
二
月
二
十
九
日
か
ら

一
月
三
日
の
聞
の
日
曜
日
と
祝
日
の

電
話
相
談
は
お
休
み
で
す
。

干
七
九

O

松
山
市
中
一
万
町
七
番
三
号

愛
媛
県
母
子
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

側
愛
媛
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

児
童
扶
養
手
当
の
受
給
を

次
の
い
ず
れ
か
の
児
童
を
監
護
し

て
い
る
母
、
も
し
く
は
、
母
が
監
護

し
て
い
な
い
場
合
は
、
そ
の
児
童
を

養
育
し
て
い
る
養
育
者
に
対
し
て
手

当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
(
た
だ
し
、
老

齢
福
祉
年
金
以
外
の
年
金
を
受
け
て

い
る
人
は
除
き
ま
す
。
)

川
父
母
が
離
婚

制
父
が
死
亡

付
父
が
障
害

川
円
父
が
生
死
不
明

附
父
が
一
年
以
上
遺
棄

村
父
が

一
年
以
上
拘
禁

川
未
婚
の
母
の
子

同
山
川
仰
に
該
当
す
る
が
ど
う
か
明
ら

か
で
な
い
児
童

O
請
求
期
限

昭
和
六
十
年
八
月

一
日
以
降
に
川

1
例
の
条
件
を
満
た
し
た
人
に
つ
い

て
は
、
条
件
を
満
た
し
て
か
ら
五
年

間
が
経
過
す
る
と
手
当
の
請
求
が
で

き
な
く
な
り
ま
す
。
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カメラ

レポー
高速道路、国道バイパス対策特別

委員会添谷トンネル工事現場視察
7/26 

老人クラブ竹ぼうき作り
町内の各学校・施設に贈られました。

7/17 

8/4 夏季大学
女優の日色ともゑさんが「さわやかな心大切

にJと題して講演されました。

二 /愛援探鉱育委員会 J'11".l1llJ 

健康体操教室(太極拳)8/1 

に
て
て

年
せ
し

3
乗
と

る
に
事

祈
船
行

を

を

)

鏡
来
ね

豊
如
ふ

穀
師
り
。

祭
五
薬
い
る

夜

・
の
(
い

七
散
尊
船
て

十
退
本
入
れ

寺
病
、
く
さ

主
悪
で
歩
承

医
は
り
り
継

祭
祭
練
ら

7
夜
の
で
か

/
七
度
ま
く

8
十
一
寺
古

河
川
放
に

ご

み

を

措
で
な
"
で
M
M
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町
で
は
、
収
集
日
、
収
集
場
所
を

設
け
定
期
的
に
ご
み
の
収
集
を
行
っ

て
お
り
ま
す
が
、
最
近
、
家
庭
用
ご

み
、
不
燃
ご
み
が
河
川
、
河
川
敷
、

池
等
に
捨
て
ら
れ
て
お
り
、
周
辺
地

区
か
ら
の
苦
情
も
多
く
出
て
き
て
お

り
ま
す
。
特
に
、
重
信
川
・
表
川
敷

に
捨
て
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

ご
み
の
散
乱
は
、
人
に
不
快
感
を

与
え
た
り
、
ネ
ズ
ミ

・
ゴ
キ
ブ
リ
等

衛
生
害
虫
の
発
生
源
等
公
衆
衛
生
上

の
問
題
も
生
じ
ま
す
。

美
し

い
環
境
を
守
る
た
め
に
美
化

運
動
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が

な
か
な
か
成
果
が
挙
が
り
ま
せ
ん
。

ご
み
の
散
乱
を
防
ぐ
た
め
に
、
最

も
大
切
な
こ
と
は
、
私
た
ち
ひ
と
り

ひ
と
り
が
、
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
を
し

な
い
よ
う
に
注
意
す
る
こ
と
で
す
。

ご
み
を
捨
て
な
い
運
動
を
盛
り
上

げ
、
快
適
で
美
し
い
街
づ
く
り
を
し

た
い
も
の
で
す
。

4 



木
次
町
交
流

7/23・24 スポーツ少年団交流
川内公園で楽しいバーベキュー

公

民

館

、

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

男
子
一
部
優
勝

南
方
東
部

木次・川内中学生交流(石鎚登山)8/7~9 

司. . 

‘ 、

平
成
二
年
度

愛
媛
県
警
察
宮

(
高
校
卒
程
度
)
採
用

候
補
者
話
験
案
内

愛
媛
県
警
察
官
(
巡
査
)
の
採
用

候
補
者
試
験
を
次
の
と
お
り
行
い
ま

す。
な
お
、
こ
の
試
験
を
受
け
る
こ
と

に
よ
り
、
警
視
庁
、
神
奈
川
県
、
大

阪
府
又
は
兵
庫
県
の
警
察
官
に
な
る

み
ち
が
あ
り
ま
す
。

ト

子

勝

澗

ン

男

優

品

メナ
・
軒
目勝決

子
児
味

p
n
F

吾
k
f
J
F

立
ロ
女
官
南

内''圃

て
受
付
機
関

平
成
二
年
九
月
七
日
幽
か
ら

十
月
五
日
掛
ま
で

二
、
試
験
日
、
場
所

第
一
次
試
験

平
成
二
年
十
月
十
四
日
制

松
山
東
警
察
署

第
二
次
試
験

一
次
試
験
に
合
格
し
た
者

三
、
採
用
予
定
人
員
十
人
程
度

四
、
受
験
資
格

付
昭
和
三
一
十
八
年
四
月
一
一
日
か
ら

昭
和
四
十
八
年
四
月
一
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
男
子
、
学
校
教
育

法
に
よ
る
大
学
(
短
期
大
学
を

除
く
。
)
又
は
こ
れ
と
同
等
と
人

事
委
員
会
が
認
め
る
も
の
を
卒

業
し
た
者
及
び
こ
れ
ら
を
平
成

三
年
三
月
末
日
ま
で
に
卒
業
す

る
見
込
み
の
者
を
除
く
。

口
日
本
の
国
籍
を
有
す
る
者

同
地
方
公
務
員
法
第
十
六
条
各
号

の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
者

試
験
の
方
法
、
受
験
の
手
続
等
、

く
わ
し
い
こ
と
は
、
愛
媛
県
人
事
委

員
会
事
務
局
、
愛
媛
県
警
察
本
部
警

務
課
、
愛
媛
県
警
察
学
校
又
は
県
下
各

警
察
署
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
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部
の
おはなし

年
の
中
途
で

土
地
の
売
買
が

あ
っ
た
場
合
は

Q
私
は
、
平
成
元
年
十
一
月
に

自
己
所
有
地
の
売
買
契
約
を
締

結
し
、
平
成
二
年
三
月
に
は
買
主
へ

の
所
有
権
移
転
登
記
を
済
ま
せ
ま
し

た
。
平
成
二
年
度
の
固
定
資
産
税
は

誰
に
課
税
さ
れ
ま
す
か
。

、」ぽIJi弘
弁事FZ-L
L令1ιド

A

平
成
一
一
年
度
の
固
定
資
産
税

は
、
あ
な
た
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

地
方
税
法
の
規
定
に
よ
り
、
土
地
に

つ
い
て
は
賦
課
期
日
(
毎
年
一
月
一

日
)
現
在
、
土
地
登
記
簿
に
所
有
者

と
し
て
登
記
さ
れ
て
い
る
人
に
対
し

当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
を
課
税

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

町
税
等
の
納
税
は

便
利
な
口
座
振
替
制
度
で

町
税
等
の
便
利
な
納
税
の
方
法
と

し
て
、
口
座
振
替
制
度
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
あ
ら
か
じ
め
金
融
機
関
に

依
頼
し
て
お
く
と
、
銀
行
な
ど
の
預

金
口
座
か
ら
自
動
振
替
に
よ
っ
て
、

納
期
に
納
税
で
き
る
制
度
で
す
。
ぜ

ひ
ご
利
用
を
・
・
・・・・
。

口
座
振
替
の
出
来
る
金
融
機
関

は
、
次
の
機
関
で
す
。

伊
予
銀
行
川
内
支
庖

愛
媛
銀
行
見
奈
良
支
庖

愛
媛
信
用
金
庫
横
河
原
支
庖

川
上
農
業
協
同
組
合

三
内
農
業
協
同
組
合

以
上
の
機
関
へ
、
口
座
に
使
用
さ

れ
て
い
る
印
か
ん
を
持
参
し
て
申
込

め
ば
、
申
込
み
月
の
翌
月
分
よ
り
自

動
振
替
と
な
り
ま
す
。

家
屋
調
査
の
お

願

しー

税
務
課
で
は
、
固
定
資
産
税
の
課

税
対
象
と
し
て
毎
年
新
築
・
増
築
家

屋
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
一
月
二
日
以
降
九
月
ま
で
に

完
成
し
た
、
新
築
又
は
増
築
さ
れ
た

家
屋
に
つ
い
て
九
月
中
句
か
ら
十
月

中
句
に
か
け
て
調
査
す
る
予
定
で
す
。

該
当
す
る
お
宅
に
は
、
評
価
員
が
お

伺
い
い
た
し
ま
す
の
で
ご
協
力
の
程

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

又
滅
失
家
屋
に
つ
い
て
も
、
随
時

調
査
し
て
い
ま
す
。
建
て
替
え
や
使

用
不
能
に
よ
り
取
り
壊
し
た
家
屋
が

あ
り
ま
し
た
ら
税
務
課
ま
で
ご
連
絡

下
さ
い
。

あれこれ

金年
あ

な

た

も

国

民

年

金

の

加

入

者

で

す

国
民
年
金
は
、
す
べ
て
の
人
に
「
基

礎
年
金
」
を
支
給
す
る
制
度
で
す
。

農
業
や
漁
業
な
ど
の
自
営
業
の
人
、

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
そ
し
て
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
の
奥
さ
ん
も
、
だ
れ
も
が
国
民
年

金
に
加
入
し
て
「
基
礎
年
金
」
を
受

け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
年
金
を
受
け
る
た
め
に

は
、
正
し
い
届
出
と
保
険
料
を
納
め

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

第
一
号
被
保
険
者
と
な
る
自
営
業

の
方
は
、
自
分
で
自
身
の
年
金
を
守

る
た
め
、
加
入
の
届
出
を
し
て
保
険

料
を
き
ち
ん
と
納
め
ま
し
ょ
う
。

ま
だ
加
入
し
て
い
な
い
方
は
、
今

す
ぐ
役
場
年
金
係
で
子
続
き
を
し
て

下
さ
い
。

加
入
の
タ
イ
プ

O
第
一
号
被
保
険
者

二
十
歳
以
上
六
十
歳
未
満
の
自
営

業
者
の
人
と
そ
の
家
族

O
第
二
号
被
保
険
者

厚
生
年
金
・
共
済
組
合
に
加
入
し

て
い
る
人

O
第
三
号
被
保
険
者

第
二
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て

い
る
配
偶
者
で
二
十
歳
以
上
六
十

歳
未
満
の
人

-12-

加
算
額
の
対
象
者
に

異
動
が
あ
っ
た
ら

届

出

を

国
民
年
金
の
障
害
基
礎
年
金
や
遺

族
基
礎
年
金
を
受
け
て
い
る
方
で
、

加
算
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
子
供
が
、

養
子
縁
組
、
死
亡
、
結
婚
な
ど
の
た

め
年
金
受
給
者
に
よ
る
生
計
維
持
関

係
が
な
く
な
っ
た
と
き
は
、
速
や
か

に
届
出
を
し
て
下
さ
い
。

提
出
す
る
届
書
は
、
「国
民
年
金
加

算
額
対
象
者
不
該
当
届
」
で
す
。

届
出
が
遅
れ
る
と
、
年
金
を
う
け

と
り
す
ぎ
る
こ
と
に
な
り
、
後
で
返

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。



寝
入
γ

宇

宙

合

ご
協
力
窃
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

毎
年
、
日
本
赤
十
字
社
で
は
、
五

月
を
中
心
に
社
資
募
金
運
動
期
間
と

し
て
、
皆
様
か
ら
の
ご
協
力
を
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
川
内
分
区
で

は
、
今
年
も
目
標
額
を
上
廻
る
百
三

十
九
万
五
千
三
百
円
の
募
金
が
集
ま

市畏健康議題調講

l、目的

愛媛大学医学部市民健康講座は、一般社会人の健康に関する

意識の向上を図り、併せて地域の人々の愛媛大学医学部附属病

院に対する理解を深めることを目的に行われます。

2、対象一般社会人約270名

3、日時

9月1目的及び9月22日仕)の午後2時から午後4時

4、場所

愛媛大学医学部臨床第一講義室(重信町大字志津川)

5、講師及び内容

(1)、アレルギーの季節

9月1日(士) 午後2時から午後4時

司会 皮膚科教授

ぜんそく 第 1内科助教授

花粉症 耳鼻咽喉科講師

アトピー性皮膚炎 皮膚科助教授

(2)、骨粗しょう症の年代

9月22目的午後2時から午後4時

司会 産科婦人科教授

骨粗しょう症の原因と診断 整形外科助教授

骨粗しょう症の治療と予防 産科婦人科講師

6、受講料無料

7、問い合せ先愛媛大学医学部総務課庶務係

T E L 64-5111 

内線2011
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り
ま
し
た
。
皆
様
の
温
か
い
善
意
に

対
し
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
期
間
中
ご
多
忙
の
と
こ
ろ

格
段
の
ご
尽
力
を
賜
り
ま
し
た
、
区

長
さ
ん
、
婦
人
会
支
部
長
さ
ん
、
班

長
さ
ん
、
川
内
町
赤
十
字
奉
仕
団
役

愛媛大学医学部

三木吉治

藤田繁

湯本英二

白石聡

峰

、

員
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

日
本
赤
十
字
社
社
資
募
金
報
告

総
額
百
三
十
九
万
五
千
三
百
円

(
内
訳
)
一
一
般
社
資

百
十
万
八
千
三
一
百
円

法
人
社
資
二
十
八
万
七
千
円

尚
、
集
め
ら
れ
た
募
金
は
、
六
月

中
旬
に
、
日
本
赤
十
字
社
愛
媛
県
支

部
へ
送
金
い
た
し
ま
し
た
。

松浦俊平

奥村秀雄

浜田雄行

戸
籍
の
窓

(
七
月
分
受
付
・
敬
称
略
)

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

保 西 下 市 ，鳥 保 宮 高
住

古 海 の 森
所

免 市 上 場 子 免 西 木

山 松 桐 名 渡 大 佐 高 橋
保

脇 本 山 越 部 石 伯 岡 本
護

主貝邑 伸 正 秀 和 伸 政
者

敏 昭 勝 樹 晃 幸 也 行 雄

長男 長男
長
長男
長 四

続柄
男 女 男 女 女 女

洋 早 大 裕 早耶
備 名

1等 健 也 香 真
介 佳 ヨ仁王コ 太 香 子 目Ij

2 2 2 2 2 2 2 2 2 生. . 
年

7 7 7 7 7 7 6 6 6 . 月

23 25 20 17 14 9 25 24 26 
日

ご
め
い
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

東 弥 宝 茶 土 東 宮 万く
住

中 助 中
所

村 成 泉 堂 谷 村 西 野

田 不日 石 上 野 井 高
手 氏

中 回 谷 山 河 中 ロ 岡

フ ツ ク 安 常
サ ネ 名
ヱ 子 コ 亡にとコ 知 男 豊

78 59 88 88 76 37 67 41 
年
齢

村 和 石 上 野 井 高

上 田 谷 山 I可 中 手 岡
帯世主

高 鶴 五 義 政
口
正

徳 義 月 隆 子 豊 男 明

2 2 2 2 2 2 2 2 死. . . . . . . 亡
7 7 7 7 7 7 7 6 年. . . . . . . . 月
23 23 21 11 8 6 5 26 日
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一
ゴ
炉
供
j
]
暮
れ
て
な
ほ
蝉
の
一
日
残
り
け
り

渡

部

東

穂

バ
ス
停
の
木
椅
子
に
座
せ
る
日
傘
か

な

松

田

次

生

向
日
葵
や
ゴ

l
ギ
ャ
ン
の
彩
生
き
生

き

と

樋

口

史

子

歩
い
て
は
/
¥
虫
増
ゆ
る
か
な

大

石

美

紗

蝉
時
雨
気
に
な
る
時
と
な
ら
ぬ
時栄
樹

渡
部

海
離
れ
来
る
波
音
や
星
月
夜
石

橋

辰

生

缶
ビ

l
ル
飲
み
干
し
握
り
潰
し
け
り

八

木

鏡

子

山
頂
へ
登
り
詰
め
た
る
西
日
か
な

池

川

鯛

谷

9月健康センターだより
3日間 滑川健康相談(海上)
ファミリー健康相談(生活改善センター)

4日伏) 三種混合予防接種(センター)

6日同 健康体操(中央公民館)

7日幽 成人健康相談(センター)

11日附 聞がん・大腸がん検診(永野集会所)

12日附 育がん・子宮・大腸・乳がん検診(センター)

13日同 育がん・子宮・大腸・乳がん検診(センター)

14日幽 こころの健康相談(センター)

3歳児健康診査(センター)

18日伏) 精密診査結果報告会(センター)

19日(利 精密診査結果報告会(センター)

20日(村 精密診査結果報告会(センター)

21日幽 精密診査結果報告会(センター)

25日伏) 精密診査結果報告会(センター)

26日(村 精密診査結果報告会(センター)

27日(村 育児相談(センター)

28日働 歯科検診、フ、y素・サホライド塗布(センタ-)

毎月曜日 不用犬買上げ(センター)

毎水曜日 母子手帳交付・妊婦健康相談

栄養相談(センター)

機能回復訓練事業(ガリラヤ荘)

毎土曜日 健康相談(センター)

当番医

2日(日) 八木耳鼻咽喉科・皮膚科(牛測) 64-5400 
9日(日) 西村医院(志津川) 64-2461 

15日仕) 重信クリニック(志津川) 64-1188 
16日(日) 藤石クリニック(志津川) 64-1234 
23日(日) 西野医院(横河原) 64-2152 
24日何) 山本内科(北方) 66-2066 

30日(日) 泉内科(南方) 66-2226 
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